
2021 年度大学院入試【文学研究科博士課程後期課程（春季実施分）英米文学専攻】における出願書類の変更について（予告） 

 

立教大学大学院 文学研究科 

 

文学研究科博士課程後期課程英米文学専攻では、2021 年度大学院入試（春季実施分）において、下記のとおり出願書類を変更しま

す。なお、英米文学専攻を除く文学研究科博士課程後期課程全ての専攻については、出願書類の変更はありません。詳細は、必ず入

試要項で確認してください。 

 

新（2021 年度入試） 旧（2020 年度入試） 

【出願書類に関する注意事項】 

１．論文 

以下の要領で、（１）、（２）の２種類の論文コピーを各３部提出してくだ

さい。なお、出願の際に提出された論文は、返却いたしません。 

（１）修士論文 

ａ．修士論文のコピーを出願の際に提出してください（ただし、本学大学院文

学研究科修了見込み者は、すでに提出されている修士論文を使用するの

で、改めて提出する必要はありません）。 

ｂ．また、修士論文を提出していない者は、修士論文に準ずる研究成果のコピ

ーを提出してください。 

ｃ．（省略） 

ｄ．（省略） 

（２）大学院博士課程前期課程（または修士課程）修了後の成果に関する論文 

標記の課程（以下、「前期課程」と記す）修了後の成果（原稿用紙 400字詰

め 25枚以上、外国語の場合は、それに相当する量。未発表、既発表を問い
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ｃ．（省略）  

ｄ．（省略）  

（２）大学院博士課程前期課程（または修士課程）修了後の成果に関する論文 
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ません）のコピーを提出してください。  

ただし、以下に該当する者は、（２）に相当する論文の提出は免除となりま

す。 

・英米文学専攻を除く各専攻志願者において、2020年 3月に前期課程修了

見込みの者。 

・英米文学専攻、日本文学専攻以外の志願者で、出願時に前期課程の修了後

満 1年未満の者。超域文化学専攻、比較文明学専攻志願者は、前期課程の

修了後満 1年未満であっても、修士論文の改訂版や最近の成果（形式は問

わない）を参考として追加提出しても構わない。 

 ※日本文学専攻志願者で、前期課程の既修了者はすべて（２）に相当する

論文も提出が必要となります。 

・英米文学専攻志願者は下記の注意事項①・②に従い出願書類を準備するこ

と。 

①上記（１）の修士論文（修士論文に準ずる研究成果を含む）を英語で書

いている場合、2021年 3月に前期課程修了見込みの者および出願時に

前期課程の修了後満 1年未満の者は、上記（２）に相当する論文の提出

は免除されます。 

②上記（１）の修士論文（修士論文に準ずる研究成果を含む）を英語で書

いていない場合、前期課程修了見込み・既修了のいずれであっても、大

学院博士課程前期課程（修士課程）で学んだことに関する英語による論

文の提出が必要となります（原稿用紙 400字詰め 25枚以上に相当する

量。未発表、既発表は問いません。日本語による要約は不要です。コピ

ー可） 

ん）のコピーを提出してください。  

ただし、以下に該当する者は、（２）に相当する論文の提出は免除となりま

す。 

・全ての専攻志願者において、2020年 3月に前期課程修了見込みの者。 

・日本文学専攻以外の志願者で、出願時に前期課程の修了後満 1年未満の

者。超域文化学専攻、比較文明学専攻志願者は、前期課程の修了後満 1年

未満であっても、修士論文の改訂版や最近の成果（形式は問わない）を参

考として追加提出しても構わない。 

 ※日本文学専攻志願者で、前期課程の既修了者はすべて（２）に相当する

論文も提出が必要となります。 

 

 

以上 


